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前学期前半を充実した日々に

６月初めの職員打合せにおいて、学校にとって６月は夏休み前の大切な時期で

あることを確認し合いました。それは４月から２か月の間に積み重ねてきた学習

や生活、何よりも運動会の成功で軌道に乗った教育活動を、生かすか生かさない

かは６月にかかっていると言っても過言ではなかったからです。

そこで、６月は前学期前半の子どもたちが力を付け、力を伸ばす時期と捉え、

ちょっと表現が大袈裟かもしれませんが「勝負の６月」をキーワードに、次のよ

うな視点について共通理解を図り、大切にしながら教育活動を展開しました。

＜子どもたちが力を付け、力を伸ばすために。＞

□「授業第一」「授業で学級づくり」を忘れず、

準備をしっかりして、授業に臨みましょう。

□「授業を始めます」「はい」の約束を徹底しましょう。（「さしすせそ」の「さ」）

□授業に臨む姿勢、座る・立つ・手を挙げる姿勢、

難しい問題などに諦めずに取り組む姿勢など、

意欲（「やる気」「根気」「本気」）を高めましょう。（「さしすせそ」の「し」）

□かかとをつぶさずにズックを履く、履き替えたらその場できちんと履く、クツ

箱のクツ・ズックをきちんと入れる（袋注意）、廊下等への置き方にも気を配れ

る子どもたちにしましょう。（「さしすせそ」の「す」「せ」）

□教室環境を整え、きれいな環境で学習しましょう。（「さしすせそ」の「せ」「そ」）

□日頃から、研究の重点を意識した授業を実践しましょう。

６月は「まんたらめ体験学習」や「修学旅行」と大きな行事に取り組んだ学年

もありました。学校全体としては、６月２２日に行われた秋田市教育委員会によ

る学校訪問があり、子どもたちの成長した姿や学校の教育活動を評価していただ

く機会となりました。来校された４名の先生方から、この後のよりよい方向につ

いてたくさんの示唆をいただく絶好の機会となりました。

＝学校教育目標＝「豊かな心をもち、ともに学び、たくましく生きる子どもの育成」

校 報 「 風 は 友 だ ち 」
＝３つの合言葉＝「３つのあ」「レベルアップのさしすせそ」「ともに語ろうともに歩こう」
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「御所野小教育を語る会」を開催しました

本校では９名の地域や保護者の代表の方をお迎えし、「御所野小

教育を語る会」という名称で「学校運営協議会」を開催しています。

「学校運営協議会」とは、学校と地域や保護者の方々が連携して

学校運営に取り組み、「地域とともにある学校づくり」をめざす協議

会のことをいい、この協議会を設置している学校を「コミュニティ

・スクール」と呼びます。

一昨年度から秋田市の全ての小・中学校において、コミュニティ・スクールの取組が

進められています。どの学校でもこれまで以上に、学校と家庭、地域の三者が協力し合

い、学校や地域の特色を生かした教育活動に取り組んできています。

６月８日(火)当日、本校の教育目標をはじめ、学校経営について、ご出席の皆様によ

る協議により、忌憚のないご意見をいただくことができました。なお、コロナ感染対策

として、この度は校内一巡を割愛し、短時間で協議を終えるなど、開催の方法を工夫し

ました。また、今年度はこの後、９月下旬、２月上旬に協議会の開催を予定しています。

＜「学校運営協議会」委員の皆様 ＞ 学校運営協議会委員の

※敬称を略させていただきます 皆様は「秋田市学校運営

○多 田 正 明（御所野連合町内会会長 協議会規則」により、秋

・児童センター運営委員会委員長） 田市教育委員会から委嘱

○川 村 豊 太（御所野地区社会福祉協議会会長） された皆様です。

○羽 深 進（御所野地区民生児童委員協議会会長） また、本校の学校経営

○鳥 井 修（御所野地区体育協会会長） について意見を述べるこ

○加 藤 正 信（東防犯協会御所野支部支部長） とができるとともに、承

○進 藤 聰（交通安全協会御所野支部支部長） 認する立場でもあります。

○平 塚 和 博（御所野幼稚園園長） この度の協議で、本校

○佐 藤 博 英（ごしょの保育園園長） の教育目標や経営計画な

○佐 藤 浩（ＰＴＡ会長） ど、学校の基本的な方針

なお、会長を多田様、副会長を川村様、羽深様に、 については、全員一致で

お引き受けいただきました。ありがとうございます。 ご承認をいただきました。

「学校運営協議会」で話題になったことを紹介します
・モジュール学習はどのように進めているのか。読書活動の取組状況はどうか。

・職員の組織や体制はどうか。教師は経験が大事、ベテラン教師の指導力を生かしてほしい。

・校長のリーダーシップが大事であり、先生方のメンタル面のフォローをお願いしたい。

・コロナ禍で様々な苦労があると思うが、子どもたちの様子はどうか。

・運動会後、子どもたちのハイテンションな様子が見られた。コロナ禍による制限が影響してい

るのではないか。公園や道路のゴミが気になることがある。学校でも指導してほしい。

・子どもたちは元気で明るいが、登下校時のあいさつをもう少し頑張ってほしい。

・朝の登校から元気な様子が見られる。路上にはみ出す子どもがいるので気を付けてほしい。

・横断歩道を渡った後に止まった車にお辞儀をする子どもたちがいる。大切にしてほしい。

・以前に学院中生から地域の見守りへの感謝の言葉があった。小学生から培われた力だと思う。
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「ＧＩＧＡスクール構想」

昨年度、「学習指導要領」が改訂され、全国のどこ

の小学校でも教育計画を見直しして、創意工夫のあ

る教育活動を展開しています。改訂において、これ

から１０年先、２０３０年頃は「厳しい挑戦の時代」

や「予測が困難な時代」などと言われています。

子どもたちは、こうした時代を生き抜く力を身に

付けていかなければいけません。身に付けてほしい

力がたくさんある中、子どもたちに「情報活用能力」

をはぐくむことが求められています。

そこで、文部科学省は「ＧＩＧＡスクール構想」

を立ち上げました。ＧＩＧＡは、「Global and Innov

ation Gateway for All」の頭文字をとったもので、

１人１台の情報端末と、高速大容量の通信ネットワ

ークを一体的に整備することで、多様な子どもたち

の、それぞれの個性に応じた、創造性をはぐくむ学

びを実現しようとする方策をいいます。

秋田市内の小中学校においても、１人１台端末（タブレット）を活用したＩＣ

Ｔ環境の充実に向けた取組が進められ、本校でも、昨年度末にタブレットなどが

届き、通信環境や充電装置等の整備、タブレットの機体番号と子ども一人一人に

設定されるＩＤやパスワードなどの準備を進めてきました。

５月後半から少しずつ使い始め、現在は学校での使用に限定し、

主にインターネットで検索する調べ学習や、自分の考えをプレゼン

テーション・ソフトを使ってスライドにまとめる活動などを行っています。

この後、臨時休校になった場合等の学びの保障のために、自宅に持ち帰って使

用できるようにすることも計画しています。そのため、以前にご家庭のWi-Fi受

信環境確認のアンケート（４～６年対象）を行いました。家庭でのタブレット使

用については、検討すべき点も多く、実現はまだ少し先のこととなりそうです。

まずは学校で使用することで、子どもたちが文具のように身近に使いこなせるよ

うになることをめざして進めていきます。

ようこそ御所野小学校へ～福田悟先生～
秋田市教育委員会より、ＧＩＧＡスクール構想を推進するため、より専門的な知

識をもつ「ＩＣＴ支援員」の先生が１名配置されました。

子どもたちがタブレット等を操作する際にサポートしてくださいます。また、Ｉ

ＣＴを活用した授業のアドバイザーとして対応するなど、ＩＣＴ環境の充実をめざ

して専門性を発揮していただくことになります。福田先生、よろしくお願いします。

「学習指導要領」とは？
全国どこの学校でも一定の水

準が保てるよう、文部科学省が

定めている教育課程（カリキュ

ラム）の基準です。およそ１０

年に１度、改訂されています。

子どもたちの教科書や時間割

は、これを基に作られています。

なぜ、改訂するの？
学校は、社会と切り離された

存在ではなく、社会の中にあり

ます。グローバル化や急速な情

報化、技術革新など、社会の変

化を見据えて、子どもたちがこ

れから生きていくために必要な

資質や能力について見直しが行

われています。



- 4 -

「航空写真撮影」

６月２１日(月)に創立30周年記念事業の取組の一つである「航空写真撮影」を

行いました。前日の準備段階から天候に恵まれ、無事に撮影を終えることができ

ました。

グラウンドにマーキングされた「校章」のマークと「２０２１」の文字を、全

校の子どもたちと先生方で表し、撮影してもらいました。

平成６年度に初めて撮影をしてから、

１０周年（平成１２年度）、

２０周年（平成２２年度）と、

これまで３回撮影してきています。

今までは「セスナ機」による撮影だったそうですが、今回は「ドローン」によ

る撮影で行われました。時代の変化を感じます。仕上がりが楽しみです。

学校運営協議会委員や地域の方から、登下校時について、歩道をはみ出して歩いている姿、信
号待ちの際に道路に近付きすぎている姿など、心配な声が寄せられています。また、地域の公園
での安全な遊び方やゴミなどの処理の仕方などのご指摘もあります。学校でも交通安全や放課後
や休日の過ごし方を指導していますが、ご家庭でも話題にしてくださるようご協力ください。

「子どもたちの活躍」を紹介します！ ～報告のあった順に紹介します～

☆第３５回全日本小学生女子ソフトボール大会秋田県予選会 優勝 伊藤心和さん(５年)

☆第５回秋田県小学生選手権水泳競技大会

男子400ｍ自由形 第１位 男子200ｍ自由形 第４位 町田大河さん(６年)

女子100ｍ自由形 第２位 女子 50ｍ自由形 第８位 鬼柳有優さん(６年)

☆２０２１年度第１回実用英語技能検定 ４級 佐々木七彩さん(５年)

４級 長尾莉玖さん(６年)

☆第７６回秋田市民陸上競技大会

小学生男子５年100ｍ 第１位 小学生男子4×100ｍＲ 第３位 佐々木琉衣さん(５年)


